
＃２６４「TOP 最強女子 」 

 

こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第１７回です。 

 

もう今では中２になっている８期生ですが、この受験戦記を読んで、

「当時のことを思い出しました！」と時々連絡をくれます。Ｒさんも＃

257 を読んで近況を教えてくれました。 

『桜蔭やっぱり楽しいです。なんか読んでたら懐かしくなりました

ｗ    天の授業は今でもすごく思い出に残っている授業の１つですごいあ

の時に衝撃を受けました。でもやっぱり桜蔭は楽しいけど６T で先生と

戦友とずっと一緒に歩んだあの１年の方が濃いかなって思いました。今

の６T には今しかないこの受験時代を思いっきり過ごして欲しいです。』 

 

これを読んで本当に濃密だったと私も思い返しました。奇しくも名字ま

で一緒だった、彼女たちのつながりは本当に強いものでした。TOP では

いつも２つのたすきがあると話しています。一つ目が縦のたすき、代々

先輩たちから受け継いでいく勉強への誠実な姿勢、そして何より第一志



望合格の系譜です。そしてもう一つが横のたすきです。縁あって何年も

何年も苦楽を共にし、刺激を与え合い、お互いを成長させていく。そし

て最後に合格の歓びを共にする、文字通りの戦友です。 

 

この横のたすきについてはみんな合格体験記で深く語っていました。 

最初にＳさんの文章を紹介します。 

『そして横のたすき。これはもっとも大切なものだったといっても過言

ではないかもしれない。国語の授業でやった ONE FOR ALL、ALL FOR 

ONE。私たちチーム８期生は第一志望全員合格という形でそれを体現す

ることがちゃんとできていたと思う。逆にこの心をそれぞれが意識して

いたから合格できたと思う。 

８期生のエースとして桜蔭、豊島岡に合格したＲは、とにかく算数がす

ごかった。他のメンバーが１勝～２勝な中、Ｒは 20 勝以上したり、授

業で死守を下回ってしまうことは、めずらしかった。Ｒのすごさの秘訣

は課題の質だった。スピードは少し遅かったかもしれないが、田宮流を

とにかくまねしようという工夫や、ていねいにかこうという意識があっ

た。私にはじめたりなかったのはその２つで、Ｒのノートをみたり、Ｒ

の戦績に刺激をうけたからこそ、さいごのさいごで課題の質を上げられ



て、算数でもくずれず点がとれるようになった。Ｒは TOP 最強女子とし

て８期生をひっぱってくれたと思う。 

でもＲが桜蔭にうかったのはそれだけではない。Ｒは国語が急成長した

のだ。授業ノートの順位をみかえしてみてもたしかにはじめは得意では

なかったのかもしれない。しかしＲの課題はていねいで大井流を学ぶな

かで徐々に点が上がってきた。そして TOP 最後の授業つまり大物ぞろい

の直前期で、大井先生がずっと言ってきたとにかく他者に共感するとい

う意識がＲに強く芽生えはじめ、なんと７戦５勝を上げた。本当にすご

かった。そのＲの大成長から感じた悔しさが、雙葉国語の大爆発を生ん

でくれたと思う。私はそんなＲと TOP での日々、深い歴史を共にするこ

とができて本当に恵まれていたと思う。』（原文のまま） 

 

（第１８回につづく） 

 

２０２３年９月３０日 

大井 雄之 

 


